
平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 鳥羽市

対談項目１ 海女文
化のユネスコ無形文
化遺産登録にむけ
た展望について

・鳥羽市は、海女さんに関しては日本一
の街と思っており、知事に「ユネスコの
世界遺産」にと言われて大変喜んでいま
すが、実際に登録されるまでの道のりの
ハードルは大変高いと考えています。
・知事の考えられる登録までのロード
マップがどのようなものなのか、任期中
に登録されるのか教えていただきたい。

・海女は、文化としての側面、漁業の担
い手としての側面、観光の資源としての
側面と大きく３つあると思います。
・ユネスコ登録のためには、それまでに
国・県の文化財に登録していかなければ
ならないので、海女の文化的価値につい
て、専門家を含めて調査し、議論してき
たところです。
・今年の５月には、海女保存会を鳥羽で
も志摩でも作っていただき、協議会も設
立していただきました。文化財登録に
は、保存会が地域にあることがひとつの
条件になっていますので、地域の皆さん
のご協力のおかげで一歩進んだと思って
います。
・まずは、県の無形文化財に登録しなけ
ればならないので、今年の７月１日に県
の文化財保護審議会に諮問を行いまし
た。おそらく今年度中には答申が出てき
て、県の文化財として指定されると考え
ています。
・来年度以降に、国・ユネスコという形
になっていくわけですが、２６年以降の
なるべく早い時期に文化庁に諮問し、指
定されるようにと考えています。
・私の今の任期がＨ２７年４月までなの
で、ユネスコの登録まではちょっと難し
いが、なんとか国の登録までの道筋は付
けたいと思っています。

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容
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平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

・（海女文化を）文化財として全国の多
くの皆さんに認識してもらうということ
が大事だと思っていますので、１０月２
７日に初めて県外で「海女サミット」を
やることは、気運醸成としてありがたい
と思っています。私も石川県の谷本知事
からご招待を受けましたので、参加をさ
せていただいて全国的な気運醸成に協力
していきたいと考えています。
・鳥羽市さんにおかれましては、保存会
等でご協力いただいているところですの
で、引き続きよろしくお願いしたいと思
います。
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平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

2 鳥羽市

対談項目２ 鳥羽の
豊かな食の魅力を
活用した一次産業の
振興について（その
１：農林水産物直売
所のPR）

・今年の１０月に遷宮を控えて、伊勢市
にはたくさんの観光客が訪れています
が、鳥羽市への観光客はそんなにも増え
ていません。
・（鳥羽市に観光客を呼び込むために
は）鳥羽にしかない魅力を伸ばすことが
大事だと考えています。
・伊勢になくて鳥羽にある魅力は、素晴
らしい景色と美味しい食べ物であると
思っています。
・職員のプロジェクトの中で、佐田浜の
農水産物の直販所の話が出てきました。
・第一次産業の振興に観光も結び付け、
それにプラスして市民の皆さんにも楽し
んでもらう場所を作りたいという思いで
計画を進めています。
・農協と漁協が一緒になってやること
は、全国的にもほとんどないと思いま
す。
・ＬＬＰという有限責任の組合を作って
もらって、そこでやってもらうことにな
りました。
・いろいろな支援、ＰＲを含めたご協力
をお願いしたい。

・ＬＬＰを使って農協と漁協がやること
は日本で初めてではないかということで
すので、直販所については大変期待して
います。
・鳥羽市にあるたくさんの食材、アワ
ビ、伊勢えび、かきはもちろん、きんこ
芋、加茂(かも)牛(ぎゅう)、ヤマトタチ
バナなどいろいろな農水産物があります
ので、それの発信基地となる直販所に大
変期待しているし、我々も支援していき
たいと思っています。
・山形県知事が三重県でさくらんぼフェ
アを実施した時に、三重県の食材も一緒
に、県内のＪＡの直販所２２か所で２０
日間ぐらいにわたってＰＲを実施しまし
た。
・日本初の直販所がここにあるぞという
ことを各種イベントでＰＲしていきた
い。
・広島県知事との１対１対談で、牡蠣の
消費拡大を一緒にPRしていくことについ
て合意した。例えば、整備していただく
直販場で、広島県と一緒になってPRして
いくのも良い。
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平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

3 鳥羽市

対談項目２ 鳥羽の
豊かな食の魅力を
活用した一次産業の
振興について（その
１：農林水産物直売
所のPR）

・日本初の直販所がここにあるぞという
ことを各種イベントでＰＲしていきた
い。
・９月に日本橋でオープンする三重テラ
スでも、直販所自体のＰＲと鳥羽の食材
をＰＲをしていきたい。
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平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

4 鳥羽市

対談項目３ 鳥羽の
豊かな食の魅力を
活用した一次産業の
振興について（その
２：資源管理と増殖
について）

・水産業の漁獲高が減ってくると全体へ
の影響が出てきます。
・アワビやサザエは大きくなるのに時間
がかかるので、育てていくのが大変です
が、資源を確保することが重要です。
・アワビの漁獲量も最盛期のころと比べ
ると１０分の１になっています。
・県でアワビを育てて放流してもらって
いるが、小さいと歩留まりが悪いので、
もう少し大きく育ててから放流していた
だきたい。
・予算をかけるのであれば効果的な方法
をご検討いただきたい。

・密漁対策についてお願いしたい。

・海女の皆さんが漁業の担い手となって
存続してもらうためには、アワビの漁獲
量が増えていかないと生計をたてること
ができないし、海女を存続させていくこ
ともできない。
・我々もアワビの漁獲量をどう増やして
いくかを特にしっかりと考えていかない
といけない。
・アワビの漁獲量は２５年間で１/１０
に、海女さんの数も２５年間で約２，０
００人から約１，０００人に半減してい
ます。
・アワビの漁獲量を増やすために、県と
して取り組んでいることは大きく３つあ
ります。アワビの漁場の整備というハー
ド面がひとつ、海女さんの収益を５年間
で１．５倍にするという目標がひとつ、
アワビの資源を増やしていくことがひと
つです。
・県では今アワビを７０万個から８０万
個放流しています。全漁獲量の１０％ぐ
らいになっています。
・アワビの資源量を増やしていく方法は
２つあります。ひとつは放流量を増やす
こと、ひとつは歩留まりを上げることで
す。
・今、歩留まり（回収率）が５％ぐらい
なのでこれを１０％にしよう、漁獲量を
８ｔから１６ｔにしようという目標を掲
げて取り組んでいます。
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平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

・放流の仕方について放流時期、放流の
深さ、放流する種苗の大きさ、放流密
度、外敵の駆除の方法、磯の手入れなど
歩留まりを高めるためのマニュアルを作
成しました。
・歩留まりを高めるための研究や予算に
ついて、しっかり検討していきたいと
思っています。

・密漁については、調べてみたいと思い
ます。
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平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

5 鳥羽市

対談項目４ 「HOSU
プロジェクト」、「人生
の節目を鳥羽で祝う
旅」等、本市の観光
戦略に対するご協力
について

・「ＨＯＳＵプロジェクト」という耳慣
れない言葉ですが、いろいろな食物を干
して保存して、味を良くするという文化
がこの地方にはあります。この干す文化
を活用していこうという考えが進んでき
ています。
・１０００匹の伊勢エビを干して、１０
月に、１００人の海女さんが磯着姿のま
ま東京まで行って、その伊勢エビを振舞
うというインパクトのある行事を計画し
ています。
・昔からある日本の干す文化を活かして
いこうと考えています。

・それから干す文化の外に、鳥羽の観光
として「祝い魚」、祝いに席にはかかせ
ない「鯛」と「鮑」と「伊勢エビ」の３
つをＰＲしています。
・遷宮で、鳥羽に来て「祝い魚」で祝っ
ていただこうということをやっていま
す。知事には、あちらこちらでＰＲして
いただきたい。

・六本木ヒルズに、海女１００人が行く
ことは、相当インパクトがありますし、
注目も浴びますし、期待もされると思い
ます。
・このイベントを国も喜んでいますし、
県としてもしっかり協力していきたいと
思っています。
・干すという文化についても、９月にで
きる三重テラスでセミナーを開催して、
みんなに認知していければいいなと思っ
ています。具体的にいろいろなご提案を
いただきながら連携できればいいと思っ
ています。

・「祝い魚」は、明るい感じがしていい
ですね。いろいろな所でＰＲしていきた
いと思います。
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平成25年7月29日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

6 鳥羽市

対談項目４ 「HOSU
プロジェクト」、「人生
の節目を鳥羽で祝う
旅」等、本市の観光
戦略に対するご協力
について

・六本木ヒルズに、海女１００人が行く
ことは、相当インパクトがありますし、
注目も浴びますし、期待もされると思い
ます。
・このイベントを国も喜んでいますし、
県としてもしっかり協力していきたいと
思っています。
・干すという文化についても、９月にで
きる三重テラスでセミナーを開催して、
みんなに認知していければいいなと思っ
ています。具体的にいろいろなご提案を
いただきながら連携できればいいと思っ
ています。

・「祝い魚」は、明るい感じがしていい

7 鳥羽市
（当日追加項目）
答志島への離島架
橋について

・先日、答志島で総会があって参加して
きました。離島架橋をお願したいとのこ
とでした。去年、おととしと２年連続で
「１対１対談」で離島架橋のことを言わ
せていただいたんですが、その時は、
「先進地も見て研究をする」と言われた
と思いますが、新たな動きとかあれば教
えていただきたい。島民の皆さんも大変
興味を持っていますので、よろしくお願
いしたと思います。

・今年度からスタートしました新たな離
島振興計画では、鳥羽市さんと志摩市さ
んの合意形成を図りながらその必要性と
方策について検討していきますという記
述にしてあります。
・事務方のほうで、具体的にどれぐらい
調査・研究しているかは今日は把握して
おりませんでしたので、またあらためて
確認をして、多くの皆さんにご期待を
持っていただいていることもありますか
ら、調査研究を進めたいと思います。
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